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キャリア教育推進事業費

１　事業の概要

　雇用情勢の悪化などにより、大学生の未内定4年生や

既卒未内定者の増加及び、早期離職率の上昇が社会問題

になっている。進学率の上昇に大学の就職支援力が追い

ついていないことや、学生がキャリア形成を意識する時

期が遅いことなども一因となってる。

　そこで、小学校から就職期に至るまでの若者のキャリ

ア形成を推進し、次代を担う人材を育成するため、産業

界、教育機関、行政などが、それぞれの役割を踏まえた

（１）ジョブシャドウイングの実施　　　　　836千円

２　事業主体及び負担区分

（県10/10）

３　地方財政措置の状況

なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

9,500千円×1人＝9,500千円

５　事業説明
（１）事業内容・事業計画
　　ア　ジョブシャドウイングの実施　836千円
　　　　県内の高校生を対象に、県内の企業等において就業体験であるジョブシャドウイングを実施する。
　　　　　募集人数　150人
　　　　　 5月：受入協力企業の決定、生徒募集開始
　　　　　 6月：参加生徒の決定
　　　　　 7月：事前学習会
　　　　　 7月～8月：各企業でジョブシャドウイング体験
　　　　　 8月：事後学習会

（２）事業効果
　　　大学生等の未内定者数や早期離職率が高止まりにある中、早い段階からのキャリア形成を支援することで、
　　厳しい雇用情勢や産業構造の変化にも対応できる底力ある若者を育成することができる。
　　＜ジョブシャドウイング参加生徒(高校)の実績＞
　　　平成25年度：176人(38校)、平成26年度：134人（31校）

（３）県民・民間活力、職員のマンパワー活用、他団体との連携等
　　　県内の企業と連携し、ジョブシャドウイング事業を実施している。

(単位：千円)

連携、協力によりジョブシャドウイングを実施する。

分野施策


